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ハンデ GIII 阪神 赤…GOOD妙味大な馬		青…BAD危険な馬

紫…DARKHORSE穴馬

枠番 名前 騎手 父 父系統 母父 母父系統 血統 適性 能力 ﾃﾞｰﾀ ﾍﾟｰｽ 総合 人気 印 結果 大駆値 血統

1 ミキノトランペット 武豊 トランセンド ニアークティック ジョリーズヘイロー ヘイロー C C C B D C 4 △4 8 -4	

2 ヨシオ 四位 ヨハネスブルグ ストームキャット ケイムホーム ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ D C C C D D 11 消 15 -4	

3 オメガパフューム 和田 ｽｳｪﾌﾟﾄｵｰｳﾞｧｰﾎﾞｰﾄﾞ ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ ゴールドアリュール サンデーサイレンス C C C B B C 2 △3 1 1

4 ムーンクレスト 松田 アドマイヤムーン ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ シングスピール サドラーズウェルズ D E E C E E 14 消 7 7 適正

5 ヒラボクラターシュ 池添 キンシャサノキセキ サンデーサイレンス ワイルドラッシュ ニアークティック C C C C C C 8 △5 4 4

6 クインズサターン 藤岡佑 パイロ エーピーインディ クロフネ ヴァイスリージェント C B B C A B 6 ▲ 9 -3	

7 ナムラアラシ 藤岡康 エンパイアメーカー ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ エンドスウィープ ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ B B C B C C 9 △2 6 3

8 グレイトパール 川田 キングカメハメハ キングマンボ デヒア ヴァイスリージェント A A A B B A 1 ◯ 11 -10	 データ

9 コパノチャーリー 浜中 アグネスデジタル ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ ティンバーカントリー ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ B C D C D D 10 消 12 -2	

10 ヒロブレイブ 鮫島駿 カジノドライヴ エーピーインディ ワイルドラッシュ ニアークティック C C E C E E 13 消 13 0

11 ストライクイーグル 松若 キンシャサノキセキ サンデーサイレンス マーケトリー ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ C C D D D D 16 消 10 6

12 リーゼントロック 松山 ダイワメジャー サンデーサイレンス エーピーインディ エーピーインディ C D C E D D 15 消 16 -1	

13 コスモカナディアン 丹内 ロージズインメイ ヘイロー ウィズアプルーヴァル グレイソヴリン C C D E D D 12 消 5 7

14 サンライズソア ルメール シンボリクリスエス ロベルト スペシャルウィーク サンデーサイレンス B B B C C B 3 △1 3 0

15 ラインルーフ 森一 フレンチデピュティ ヴァイスリージェント スペシャルウィーク サンデーサイレンス C A A C A A 5 ◎ 14 -9	 ペース

16 ウェスタールンド 北村友 ネオユニヴァース サンデーサイレンス マーケトリー ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ A C B B A B 7 ☆ 2 5

※背景色付は特注血統保持馬(名前欄に色付きは母母が保持) ※評価はこのレース中の相対評価になります
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ラップタイム

穴馬
ウェスタールンド=ダートに変わってのここ２戦が圧巻の
内容。前走もスローで逃げるタガノディグオを途中で捕
まえに行って最後も流す余裕。一気の相手強化と条件替
わりが鍵にはなるが、シリウスSでよく走るもともと芝を
走っていた馬。

タイム

2:01:05

REVIEW
　コパノチャーリーが逃げて淀みない流れ。道悪馬場でグレイトパールも捲りきれず、先行馬が厳しいながらも好位勢も厳しい展開に。最後は後ろで脚を溜めたオメガパフュームとウェスタールンドに完全に展開が向いたよう
な印象だ。非常に特殊な馬場と展開になったので、あんまりこのレースの結果を気にしないほうがいいかも。
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好走馬のほとんどが父か母父サンデーサイレンス系か、
父キングマンボ系。ダートの短距離血統よりは芝の中長
距離血統向き。シアトルスルー系を持つ馬も走る。

中央のダートレース重賞の中では最長距離。そういうこ
ともあってかスタミナは問われる。３〜４コーナーから
ロングスパートを決めて最後まで伸びれるタイプが向
く。

×7歳以上で当日4番人気以下(0-0-0-27)
×関東馬で当日7番人気以下(0-0-0-17)
△ハンデ52kg以下(0-0-1-12)
△前走10着以下(0-0-1-23)
△間隔中9週以上で当日6番人気以下(0-1-0-27)
◯前走1600万下(5-1-0-7)
◯5走前までに阪神競馬場のダートコースで勝利を挙げて
いた馬

コパノチャーリーの逃げでかなりのハイペースになりそ
う。弱い先行馬はあっさりと潰れそうで、強い先行馬と
差し馬に展開は向く。

危険な馬
PREVIEW ミキノトランペット=確かにここ２戦は強い競馬だが、か

なり展開に恵まれているのも事実。本格化はしてきてい
るが、いきなり重賞挑戦でこのメンバー相手では厳しそ
う。トランセンド産駒だけに内枠で揉まれる競馬になる
のもマイナス。

　今年のシリウスステークスの予想におけるポイントは馬場と展開。阪神競馬場は土曜日こそ台風24号=チャーミーの直撃は受けないが、それでも終日の雨模様となりそう。週中も雨が降っていたおかげで金曜時点で含水率は
重馬場まであと少しという感じでしたし、土曜日のメインレースごろにはまず重馬場か不良馬場になっているだろう。

　そんな中で行われるシリウスステークスだが、どう見ても先行タイプの馬が多いのが特徴。何が何でも逃げなきゃダメなコパノチャーリーを筆頭に、ミキノトランペット、ヨシオ、ヒラボクラターシュ、サンライズソア、ラ
インルーフなどがおり、芝スタートでテンが速くなりやすい阪神ダート2000mのコース特徴や、コパノチャーリーが何が何でも逃げるような競馬をしてきそうな事からもテンのスピードはかなり速くなるはず。コパノチャー
リーが逃げてペースはおそらく前半1000m=60秒フラットかそれを切るぐらいの速い流れになりそう。それだけでも先行タイプには地力が問われる展開になりそうだが、それに加えて今回はグレイトパールがほぼ間違いなく外側
からまくり気味の競馬をしてくるはず。前走の平安ステークスで溜めて揉まれてダメだったことを考えても川田騎手は早めに動いて地力勝負に持ち込んでくるはずで、そうなると前半のラップが速い上に勝負所も全く緩まない
ロンスパ戦というかなり過酷な展開になりそうだ。

　道悪ダートで超高速馬場になることを踏まえても、走破時計は阪神ダート2000mのレコードである2:01:00に近いぐらいの時計が出そう。こんな感じの展開予想だと弱い先行馬はまず走れないレースになるはずで、強くてハイ
ペース耐性がある先行馬+展開利を受けた差し馬という感じの決着になるんではないだろうか。

　本命は素直に前走パフォーマンスがここでは抜けている◎ラインルーフを信頼する。もともとバテないという点においては定評のある馬だったが、先行力がないために後ろから競馬をして何もできずという競馬が準オープ
ンでは続いていた。ところが昨秋に積極策を取られるとその強靭なスタミナを存分に発揮して一気に能力開花。すぐにオープンでも強敵相手に好走するようになり、ダート界でも一目置かれる存在になっていた。その後はなぜ
か２回芝を使われたが、その芝でも超タフ馬場のハイペース戦で先行して上位に粘っていたりと相変わらずの持久力は示していた。そんな感じで２回芝に使われた後にダートに戻された前走だったが、確かに先行有利馬場で
あったとはいえ前半59.3で飛ばす逃げ馬を２番手から楽々と捕らえて最後はソラを使いながら圧勝したあのパフォーマンスは凄まじいもの。芝を使ったりした事が結果的に馬の成長を促した感じで、前走のパフォーマンスは間
違いなく重賞級と見ていい。

　今回は先行馬が多くて前に行く馬には厳しい展開になりそうだが、それは後ろの差し馬とて追走に負担がかかるはず。この馬はおそらくハイペース追走力と持久力はこのメンバーの中でもナンバーワン級なはずで、揉まれず
に自分の競馬ができそうなこの枠もベストに近い。鞍上は確かに不安ではあるが、前走のパフォーマンスを考えると、これがルメールやデムーロが乗っていれば今回は断然の１番人気になっているようなものですし、この鞍上
だからこそそこそこのオッズで買えるならばしめたもの。外目の５番手以内から仕掛けどころさえ間違えなければここは勝ち負けでしょう。

妙味大な馬
ラインルーフ=前走の名鉄杯は時計の額面通りの圧巻のパ
フォーマンス。GI好走レベルの指数を叩き出しています
し、この馬は明らかにここ数戦で化けている。弱い先行
馬がバテるような展開はこの馬にとっては相対的にプラ
スに見えます。
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シリウスステークス ダート2000m 不良想定 消耗 中荒れ C

レース名 距離 馬場 レース質 荒れ度 自信度



枠番 名前 騎手 印 総合評価 想定人気 結果

1 ミキノトランペット 武豊 △4 C 4 8

2 ヨシオ 四位 消 D 11 15

3 オメガパフューム 和田 △3 C 2 1

4 ムーンクレスト 松田 消 E 14 7

5 ヒラボクラターシュ 池添 △5 C 8 4

6 クインズサターン 藤岡佑 ▲ B 6 9

7 ナムラアラシ 藤岡康 △2 C 9 6

8 グレイトパール 川田 ◯ A 1 11

9 コパノチャーリー 浜中 消 D 10 12

10 ヒロブレイブ 鮫島駿 消 E 13 13

11 ストライクイーグル 松若 消 D 16 10

12 リーゼントロック 松山 消 D 15 16

13 コスモカナディアン 丹内 消 D 12 5

14 サンライズソア ルメール △1 B 3 3

15 ラインルーフ 森一 ◎ A 5 14

16 ウェスタールンド 北村友 ☆ B 7 2
ダートに変わってのここ２戦が圧巻の内容。前走もスローで逃げるタガノディグオを途中で捕まえに行って最後も流す
余裕。一気の相手強化と条件替わりが鍵にはなるが、シリウスSでよく走るもともと芝を走っていた馬ですし、ある程
度構えて差しに回りそうなので展開も向きそう。

ついていけずに最後方からとなったが、最後は鬼脚を発揮し
ての２着。今回は馬場と展開向いた感じはするが、相当な
ダート適性があるか。

好走パターンは内枠を引いて惰性で走れるレースのみ。最近はそれすらもできなくなってきている感じはあり、ここで
は厳しいだろう。

惰性で粘り込んでの５着。ようやく復調の兆しは見えて来て
おり、内枠で惰性で粘り込めるようなレースでは穴を開けそ
う。

今年に入っての重賞２勝はどちらもかなり展開に恵まれたスロー逃げによるもの。展開に恵まれなくてもそれなりに戦
える力はある馬だが、今回はハイペースを先行してトップハンデを背負っての休み明け。どう考えても期待値は低いは
ずであんまり買いたくはない。

トップハンデでハイペースを早め先頭で強い競馬。どんどん
強くなっていっている感じで、もうそろそろ一線級にも通用
していいぐらいの馬になるかも。

前走の名鉄杯は時計の額面通りの圧巻のパフォーマンス。GI好走レベルの指数を叩き出していますし、この馬は明らか
にここ数戦で化けている。弱い先行馬がバテるような展開はこの馬にとっては相対的にプラスに見えますし、揉まれな
いで先行できるこの外枠もプラスだろう。

休み明けで道悪馬場でスピードについていけず。自分の形が
取れずの負けなのであんまり気にしなくていいだろう。良馬
場でのポテンシャル勝負に持ち込めれば強い。

ズブくて加速までに時間がかかるので東京向き。明らかにオープンでは頭打ちの印象ですし、ここでは厳しそうだ。 ここでは能力不足。条件は東京ダートがベストだと思うの
で、慣れてくればオープンぐらいならやれても。

小回り1700mで渋とさを活かしてこその馬。近走はスタートが遅いのもネックで、ここでは厳しそうな感じがします。 ここでは相手が強すぎたか。最後は突き放されての最下位。

とにかく揉まれずに逃げないとダメな馬。ハナさえ行ければそこそこには強いが、前走は全て恵まれての勝利。今回は
先行馬も多いですし、まず捕まえられると見ているが。

ハナは奪えたが今回はプレッシャーがきつくて厳しかった。
自分のペースで逃げられる展開になればすぐに巻き返すだろ
う。

レベルの低い準オープンを勝っただけでオープンですら敷居が高い馬。重賞では到底無理だろう。 明らかに能力不足。この舞台では厳しかった。

近走は展開が向かずに差し込んでこれなかった感じ。今回は激流になる可能性があり、展開が向いて差し込んでこれる
可能性はありそうだ。

最後は追い込んで来たが時計が速すぎたか。色々と揃わない
とダメな馬なので走り時は難しい。

前走は人気を裏切ったが、スローペースで被される展開になって良さが発揮できなかった感じ。アンタレスステークス
や昨年の平安ステークスの内容を見ても、外目から地力を活かしてまくるような競馬ができればここでは明らかに上
位。休み明けでもそれなりに仕上がっていそうですし、普通に上位争いになりそうです。

途中から動いて行ったが捲りきれずの大敗。展開や馬場とい
うよりもどうも馬のリズムが狂ってしまった印象。このまま
終わってしまっても驚けない。

良馬場のスタミナタイプで道悪馬場のスピード勝負は厳しそう。揉まれるのもダメな馬なので内枠もマイナス。一応の
ここ２戦での頑張りを評価して抑えの抑えに。

鞍上がうまくエスコートして揉まれずの先行策。スタミナは
見せたが一瞬のスピードに欠けた分の４着。中山ダート
1800mぐらいがやはりちょうど良さそう。

前走は休み明けの上に勝負所でもスムーズな競馬ができず。もともとシリウスステークスを使う事を考えていれば好走
したらハンデを背負わされるので、前走のおかげで56kgに済んだという感じ。春の戦績を見ても間違いなく通用します
し、今回も展開がこの馬には向きそう。

展開自体は向いたんだろうが、最後は伸びて来ず。前走と同
様に馬の状態がイマイチな感じ。復調見せるまでは買いづら
くなった。

戦績は綺麗とはいえJDDは地方馬のクリスタルシルバーと大差ない競馬。加古川Sで戦った相手とは今回はレベルが違い
ますし、53kgで走れるとはいえ相当な指数アップが求められる。馬格が小さい馬で本格的に揉まれる競馬もマイナス。
ここは抑えでいいんではないだろうか。

小柄で決め手を売りとする馬なので道悪馬場とハイペースで
ハマった感じ。小柄なので良馬場でのパワー勝負だと信頼で
きない感じはする。

距離もダートも疑問。ここでは厳しいだろう。 一気の条件変更でこれだけはしれたのは立派。目標とする障
害戦にも目処がたっただろう。

前走は必勝パターンで最後は明らかにバテていた。流石にこのローテーションで疲れが出ている感じで、今回はさらに
相手も強化。コパノチャーリーがいて逃げられないでしょうし、内枠もマイナスに見えます。

同型多数で自分の競馬ができず。揉まれこんで全く競馬にな
らなかった。

PREVIEW REVIEW
確かにここ２戦は強い競馬だが、かなり展開に恵まれているのも事実。本格化はしてきているが、いきなり重賞挑戦で
このメンバー相手では厳しそう。トランセンド産駒だけに内枠で揉まれる競馬になるのもマイナス。どうせ武豊騎乗で
人気になりそうだが、ここは妙味ないでしょう。

内枠で揉まれ混む競馬で現状での限界が見えた。素質はあり
そうなので、使われていくうちにオープンのレースにもなれ
ていくんではないだろうか。


